







本稿は、2014 年 8 月 6日から 8日までの三日間、東京学芸大学附属国際中等教育学校
（TGUISS）で開催された、国際バカロレア（以下、IB）アジア太平洋地域のディプロマコー
ス（以下、DP）のワークショップに参加した際の報告書である。筆者が参加したのは、「日














の関心が一段と高まっている。2014 年 5 月 23 日付の『朝日新聞』で報じられたように、
文部科学省（以下、文科省）は IB資格を用いた大学入試の普及を推進している。







急増しており、文科省も 2018 年までには IB校の数を 200 校程度まで増やそうと計画し
ている（2013 年 6 月閣議決定）。このように、今後、IB校は国内外で確実に増え続ける
ものと予想される。IB 校が増加すれば、当然のことながら、IB の各教科を担当する教
員が必要になってくる。現在、IBプログラムの教員養成をおこなっている大学は玉川大
学大学院のみで、2014 年 4 月から IB教員の資格が取得できる「IB研究コース」を修士
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IB プログラムは、3歳から 19 歳までの児童生徒を対象に、三つのプログラム（現在
は、IBキャリア関連教育サーティフィケイトが追加された）から構成されている。初等
教育を意味するPYP（Primary Years Programme、3 歳～ 12 歳）、中等教育を意味する
MYP（Middle Years Programme、11 歳～ 16 歳）、ディプロマ資格プログラムを意味す
るDP（Diploma Programme、16 歳～ 19 歳）の三つである。理数系と経済・歴史・国語
以外の教科は、基本的に英語で授業を行うことになっている。ちなみに、先に紹介した
































（社会）⑤Arts（芸術）⑥Personal、 Social and Physical Education（保健体育）で、ど
の言語で教えても良いことになっている。ただし、①から④までの教科は、基本的に学
級担任が担当しなければならない。
MYP も、どの言語で指導しても良いことになっている。MYP では、8 つの教科
学習が行われる。① Language A（言語 A）② Language B（言語 B）③ Humanities
















科目を選択し、必ず履修しなければならないことになっている。①Studies in Language 
and Literature（言語と文学）②Language Acquisition（言語の習得）③ Individuals and 
Society（個人と社会）④ Science（理科）⑤Mathematics（数学）⑥ The Arts（芸術）
の 6領域で、その中から 3科目を 2年間で学習時間が各 240 時間の Higher Lever （HL） 
で学び、残りの 3科目を各 150 時間の Standard Level （SL）で学ぶことになっている。
－ 17 －
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更に、DPは、上記の 6 教科のほかに、コア（核）になる 3 科目「知の理論（TOK: 



































パート全体で、SLは 150 時間、HLは 240 時間の学習時間を確保する必要があるが、更
にパートごとの学習時間数も細かく決められている。
また、DPでは、学習時間数だけでなく、シラバスが非常に細かく規定されている。













と合わせて 1作品として扱われる。同じような理由で、詩歌であれば 400 行以上、和歌
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